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「知財創造教育」に関する教育プログラム
（教材・指導案、施設等への見学）の収集について

（知財創造教育推進コンソーシアム検討委員会説明資料）

２０１８年７月５日
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「知財創造教育」の三つの柱 「知財創造教育」における学習内容 教材（例示）

（1）知的財産のきまりを知る

（学習指導要領の「知識及び技能」に相当）

（国語）引用の仕方や出典の示し方について・・・
（社会）人間の尊重についての考え方を、・・・
（音楽）必要に応じて，音楽に関する知的財産権・・・
（美術）必要に応じて、美術に関する知的財産権・・・
（技術・家庭）著作権を含めた知的財産権・・・

　 　　　　Ａ
 　　　　　Ｂ
 　　　　　Ｃ

（2）新しい創造をするための思考力、
　　 判断力、表現力等を育成する

（学習指導要領の「思考力、判断力、表現力等」に相当）

【学習指導要領の指導事項全てが該当】
　　　　　 Ｄ
　　　　 　Ｅ
　　　 　　Ｆ

（3-1）新しいものを創造しようとする
        態度を育成する
（3-2）創造されたものを尊重する態度
        を育成する

（学習指導要領の「学びに向かう力、人間性等」に相当）

（音楽）自己や他者の著作物及びそれらの著作者の創
造性を尊重する態度・・・
（美術）自己や他者の作品などに表れている創造性を
尊重する態度・・・
（技術）知的財産を創造，保護及び活用しようとする態
度・・・
（道徳）法やきまりの意義を理解し・・・

　　　 　　Ｇ
　　 　　　Ｈ
　 　　　　 Ｉ

○「知財創造教育」の目標○
＜小学校＞
創造されたものによって社会が豊かになっていることに気付くことにより、創造されたものを尊重することの意義について理解を深め、楽しみながら自ら創造して
いこうとする態度を育成する。
＜中学校＞
自分たちの社会が様々な知的財産により豊かになっていることに気付くとともに、それらがどのように継承もしくは普及されてきたのかを知ることにより、知的財
産を保護したり活用したりする意義について理解を深め、自ら創造していこうとする態度を育成する。

教育プログラムの活用に向けた対応表との紐づけ

「知財創造教育と学習指導要領の対応表」 既存の教育プログラム

委員１

委員２

委員３

技術

道徳

国語

教員が知財創造教育を実践する際に使うことのできる教育プログ
ラム（教材・指導案）を容易に見つけられるようになる。

指導案

指導案

指導案教材

教材

教材

紐づけ

教育プログラム集としてまとめる
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これまでの資料と教育プログラム集との関係

同じ内容

同じ内容

第３回検討委員会（2018年1月）
にて報告済み

学習指導要領の内容の「見出し」を
列挙（すべての教科等）

具体的に記載

教育プログラム集のフォーマット
（参考資料１参照）

（１） 書誌事項

（２） 教育プロ

グラムに対応
する学習項目

知財創造教育と学習指導要領
の対応表

収集にあたり、入力いただく
箇所 （黄色部分）

指導書教材
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１．教育プログラム（教材・指導案）は、まずは、以下のものを収集対象とする。
➣ 小学校または中学校で使用し得るものであって、
➣ 知財創造教育の定義｢新しい創造をする｣｢創造されたものを尊重する｣の両方を
満たす｢①知財創造教育の三つの柱｣の掛け合わせパターンである以下のＡ～Ｃ
のいずれかを含むもの。

×

Ａ．

Ｃ．

×Ｂ．

収集対象とする教育プログラム（教材・指導案）（１）

×

①

知財創造教育の定義
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収集対象とする教育プログラム（教材・指導案）（２）

２．教育現場で使われ易い（学習指導要領の内容に紐づいている）教育
プログラムとするために、教育プログラム集のフォーマットに記載
した「②知財創造教育における学習内容」のいずれかに「○」を付
すことを推奨する。

① ②
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教育プログラム（教材・指導案）の具体例

×

「①知財創造教育の三つの柱」から導き出される「Ｂ」に該当する教育プログラム
の具体例を以下に示す。（日本弁理士会 発明工作授業「ペーパータワー」抜粋）

（２）新しい創造をする
ための思考力、判断力、
表現力等を育成する

（３－２）創造されたもの
を尊重する態度を育成
する
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教育プログラム（教材・指導案）集への入力（１）

（１）書誌事項（黄色部分）について入力

・水色の項目は、プルダウン
メニューから選択

・※印の事項は入力必須。
・プルダウンメニューに適切な選択肢がない場合
は、「その他」を選択し、備考欄に適宜記載。
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教育プログラム（教材・指導案）集への入力（２）

（２）教育プログラムに対応する学習項目（黄色部分）について「○」を入力

各団体が独自の判断で
「○」を入力

(1)「○」が入力困難な教育
プログラムについては
入力不要

(2) 少しでも関係していれば
「○」を入力
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教育プログラム（施設等への見学）について

施設等への見学に関する教育プログラムがある場合は、別の作業シート（参考資料
２）に入力。

対象とする施設等への見学
（１）小中高等学校の児童・生徒を受け入れ

可能であるもの
（２）知財創造教育の目指す『新しい創造を

すること』『創造されたものを尊重す
ること』の涵養に資するもの
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教育プログラムの（教員による）検索イメージ（１）

（１）「教科など」で教科を選択
（適宜、「学年など」も選択）

（２）「○」が付いている教育プログラム
から使いたいものを確認

「教科など」で検索する場合
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教育プログラムの（教員による）検索イメージ（２）

（４）該当するキーワードがある場合
は、そのキーワードがあるセル
へと移動する。

フリーワード欄の「フリーワード」を検索する場合

（２）ホーム→検索と選択→検索で
「検索と置換」ウィンドウを表示

（３）フリーワードを入力

（１）フリーワード欄の行を選択（行の数字をクリック）
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１．７月５日（木）検討委員会にて教育プログラムを収集依頼。

２．各団体（構成員含む）が保有する教育プログラム（教材、指導案、施設等への
見学）を各団体自身が確認。

３．教育プログラム集（Excel®形式のファイル）の黄色部分に必要事項を入力。
➣「書誌事項」に加え「教育プログラムに対応する学習項目」「施設等への見
学」にも入力。

➣ 教材には指導案があると望ましいが、指導案がなくてもよい。
➣ インターネット上で公開されていない教材や指導案を保有し、知財戦略本部
のホームページに掲載してもよいと保有団体が判断する場合は、下記４に記
載する宛先まで教材や指導案の電子ファイル（PDF）を提出。

➣ 入力方法等、不明な点がある場合は知財事務局と相談。

４．８月３１日（金）までに、内閣府 知的財産戦略推進事務局 担当者宛てに教育
プログラム集（Excel®形式のファイル）をメールにて提出。
➣ ファイル名を「【団体名】教育プログラム」とする。

５． 知財事務局にて、収集した教育プログラムを一つのExcel®形式のファイルへ
統合し、速やかに知財戦略本部のホームページに掲載予定。

教育プログラムの収集から公開までの流れ
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